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基本的な考え方

都市施設の集積・連担の状況や地理的条件、地域のまとまりなどか

ら、都市全体を「１つの中心部と３つの区域」により構成することと

します。都市機能の階層として、「１つの中心部と３つの区域」の第１

層と生活機能の階層として「6 つの地域と 25 の地区」の第２層の構

造化で構成することとします。 

また、中心部内に位置する柏原・氷上・春日の地域拠点がそれぞれ

の地域の生活機能を支えるとともに、３つの区域（西部区域、東部区

域、南部区域）では、青垣・市島・山南地域の地域拠点が、それぞれ

の地域だけではなく、区域も対象とした生活機能の維持を図ります。 

都市の構造化のイメージ

①都市機能の階層

１）都市機能集積誘導エリア（中心部）

行政・商業・医療福祉・文化芸術・観光などにおける全市的で高度

な都市機能の一定の集積、立地を図ります。

２）都市機能保全調整エリア（区域）

暮らしに必要な行政窓口・生活サービス・医療・福祉機能や地域特

性を活かした生業を支える機能等の維持、充実を図り、周辺地域も

含めた生活機能サービスを提供する役割を担います。 

②生活機能の階層

１）日常生活圏

買物、医療、子育てなどの生活機能を支える「日常生活圏」と位置

付け、地域ごとにコンパクトで持続的な暮らしの形成を図ります。 

２）市民協働拠点

25 地区の自治協議会の活動拠点を、市のまちづくりの根幹となる

「市民協働拠点」として位置付け、地域づくりによって快適な暮ら

しの形成を図ります。

 

中心部のあり方

中心部は、持続可能なまちの形成に向けて、全市的な都市機能の

一定の集積を進め、日常的なまちの賑わいを持った、まちの核と

して位置付けられるエリアです。

 中心部以外のあり方

中心部以外は、持続可能な暮らしの実現に向けて、生活サービス

機能の維持を図り、森林や農地などの豊かな自然と集落が調和し

た、暮らしの区域として位置付けられるエリアです。 中心部
区域

公共交通による

都市機能の連携
集落

区域

区域

集落

集落

生活機能

生活機能

生活機能

都市機能

図表 都市機能配置のイメージ

■都市の構造化

■都市機能配置のあり方 
図表 都市機能及び生活機能配置

にかかる階層性のイメージ

■原案の構成

第１章 まちづくりビジョンの基本
的事項

１．策定の背景と目的 

２．言葉の定義 

３．想定する未来の年次 

４．位置付け 

第２章 丹波市の現状と社会潮
流からみる課題

１．丹波市の現状 

２．市民意向調査の結果 

３．全国的な社会潮流と丹波市の

状況 

４．まちづくりの主要課題と方向性 

第３章 未来に向けたまちづくり
の方針

第４章 未来に向けたまちづくり
の方向性

１．まちづくりの基本的な方向性 

２．都市機能の体系化 

３．都市機能配置のあり方 

４．都市の構造化 

５．行政機能のあり方 

第５章 まちづくりビジョンの実現
に向けた施策の取組方向

第６章 まちづくりビジョンの実現
に向けて

■未来に向けたまちづくりの方針

【まちの姿】
市の中心部には、全市的な都市機

能の一定の集積が見られるととも

に、それぞれの地域には、自然・

田園環境と調和したまちなみと日

常生活に必要な生活環境が維持さ

れ、全市的に都市機能の役割分担

が明確化されています。

【暮らしの姿】
市民は、夢と希望と誇りを持っ

て住み慣れた地域で暮らし続け

る中で、必要な時には市の中心

部に出掛け、集積された都市機

能サービスを手に入れることが

できます。

■未来に向けたまちづくりの方向性

「まちづくりビジョン」は、市の未来を見据えて、全市的な都市機能

の配置、都市構造の視点から、まちづくりの方向性を明確に示すために

策定するものです。時代の変化に対応した効率的で利便性の高い都市機

能と自然・田園環境と調和したまちなみ、日常生活に必要な生活環境が

構築された「まちの姿」と、市民が将来にわたって、文化・風土・人の

つながり・豊かな自然を大切にしながら生きがいと生業を持って生活す

る「暮らしの姿」を描きます。 

１ 市中心部への都市機能の一定の集積により、都市としての機能の強

化を図り、全市的な都市サービスを効率的に提供できるまちづくり

を進めます。 

２ 市民生活に直結した生活サービスの維持・向上と、居住場所に限ら

ず集積された都市機能サービスを誰もが享受できるまちづくりを

進めます。 

丹波市の新しい都市構造のあり方「まちづくりビジョン」は、概ね 20年

後の未来を見据えて、時代の変化に対応した持続可能な都市経営の実現に

より、まちの活力の維持・向上を図り市民の暮らしを守るとともに、市民

が将来にわたって夢と希望を持って本市で暮らし続けていくための「未来

の丹波市の姿」を描くために策定するものです。 原案の詳細は 

丹波市ホームページ 

※1 高次都市機能：全市的で高度な都市機能

※2 副次都市機能：区域範囲の暮らしを支える都市機能

都市機能の連携のあり方

中心部の都市機能と各区域や地域の生活機能は、利便性の向上に

よる快適な移動環境が構築された公共交通によって結びます。

第１の方向性

市の中心部に都市

機能の一定の集積

を進める都市デザ

イン

第２の方向性

住み慣れた地域に

住み続ける生活ス

タイル

図表 現在のまちのイメージと将来

めざすまちのイメージ

現在のまちのイメージ

将来めざすまちの

イメージ

【令和元年 ６月 24日～７月 26日 パブリックコメント用資料】 

③都市機能、生活機能をつなぐ連携のイメージ

自家用車だけでなく公共交通による便利で快適な交通体系の構築に向けて、交通ネットワークの充実を図り、地域間や地

区内を結ぶ連携軸の強化に取り組みます。

【
資
料
４
】



 

南部区域 生活関連サービス

集積ゾーン 

市役所山南支所

における行政窓

口機能や恐竜の

里としての拠点

機能との連携を

図りながら、商業

機能などの生活

利便機能が集積

した市街地の形

成を図ります。 

                                           

                                         
 

 

■まちづくりビジョンの実現に向けた施策の取組方向 

ゾーニングによる機能分担と各ゾーンの連携強化によって、都市として一体的

なまちの活力を創出するとともに、生活利便性が高いまちをめざします。 

 

まちづくりビジョンがめざす 

「まちの姿」と「暮らしの姿」 

素案に関するお問合せ先：丹波市未来都市創造部都市創造課 電話：0795-88-5360 

【まちの姿】 

市の中心部には、全市的な都市機能の一定

の集積が見られるとともに、それぞれの地

域には、自然・田園環境と調和したまちな

みと日常生活に必要な生活環境が維持さ

れ、全市的に都市機能の役割分担が明確化

されています。 

ゾーニング図（３つの区域） 

・青垣・市島・山南の都市機能が一定集積している市

街地及びその周辺を「生活関連サービス集積ゾーン」

として位置付けます。 

ゾーニング図（中心部） 

【暮らしの姿】 

市民は、夢と希望と誇りを持って住み慣れ

た地域で暮らし続ける中で、必要な時には

市の中心部に出掛け、集積された都市機能

サービスを手に入れることができます。 

東部区域 

先に整理した都市の構造化にかかる基本的な考え方や都市機能

のイメージ等を踏まえ、拠点やゾーン、連携軸などを適切に配置

します。 

生活関連サービス集積ゾーン 

市役所市島支所における行政窓口機能とライフピア

いちじまとの機能連携を図りつつ、商業機能などの

生活利便機能が集積した市街地の形成を図ります。 

医療福祉ゾーン 

医療福祉関連機能が集積した

市街地の形成を図ります。 

文化芸術ゾーン 

既存の文化芸術施設を活用し

ながら、文化芸術機能が集積し

た市街地の形成を図ります。 

未来に向けたまちづくりの方針を基本に、分野ごとに詳細な「まちの姿」と「暮らしの姿」を描いた上で、

その実現に向けて８つの関連する分野の取組方向及び取組項目を整理しています。 

今後、関連分野と連携・調整を図りながら、効果的・効率的に未来都市構造「まちづくりビジョン」の実現

に向けて取組を進めることとします。 

生活関連サービス集積

ゾーン 

大学のラボやこれま

で進めてきた商店街

での取組等と連携

し、市役所青垣支所

における行政窓口機

能や診療所、商業機

能などの生活利便機

能が集積した市街地

の形成を図ります。 

西部区域 

関連施策の連携により、 

未来都市構造「まちづくりビジョン」

の実現へ 

（５） 

学校適正規

模･適正配置 

（１） 

公共交通と 

道路網 
（８） 

地域に根ざし

た生業 

（７） 

観光による

地域振興 

 

（２） 

行政機能の 

集約・再編 

（６） 

地域自治の 

進展 

（３） 

地域包括ケア

システムの 

構築と推進 

（４） 

安全・安心の

機能確保 

商業業務ゾーン 

商業・業務サービス施設等の誘

導を図り、にぎわいある市街地

の形成を図ります。 

行政ゾーン 

既存の行政施設と連携強化しつ

つ、公共的サービス機能が集積し

た市街地の形成を図ります。 

未来都市構造のイメージ図 

交流連携ゾーン 

高速交通ネットワークや道の駅おばあちゃ

んの里を活用した広域連携・観光振興の拠

点となる市街地の形成を図ります。 

 



 

未来に向けたまちづくりの方針 分野別「まちの姿」と「暮らしの姿」                                 

（１）公共交通と道路網のあり方 

（２）行政機能の集約・再編のあり方 

 

（３）地域包括ケアシステムの構築と推進のあり方 

 

（４）安全・安心の機能確保のあり方 

 

●まちの姿 

 

 

●暮らしの姿 

 

●まちの姿 

 

●暮らしの姿 

 

●まちの姿 

 

●暮らしの姿 

 

●まちの姿 

 

●暮らしの姿 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

※MaaS：Mobility as a Service：ＩＣＴを活用してマイカー以外の全ての交通手段を継ぎ目なく円滑につなぐ新たな「移動」の概念。  

・市内の公共交通は、全体のバランスを保ち
ながら充実が進み、利用者が年々増加する好
循環が生まれています。 

・自動運転技術の進歩により、人不足や経営
効率化などの課題に対応しています。 

・鉄道は、ダイヤが充実し、ICカード乗車券
（ICOCA）が市内全駅や周辺施設などで利
用されています。 

・路線バスは、路線や便数が充実し、それぞ
れの地域から中心部への移動や中心部の回
遊性が向上しています。運賃も下がっていま
す。 

・デマンド（予約）型乗合タクシーは、地域
内の交通弱者のニーズに合わせて利便性を
高めながら運行を継続しています。 

・普通タクシーや福祉タクシーも充実し、多
様なニーズに対応しています。 

・市の中心部とそれぞれの地域を結ぶ道路整
備や狭隘道路の拡幅整備が進み、渋滞緩和や
緊急車両の通行支障が解消され、安全で快適
な道路環境が整備されています。  

・MaaS※サービスなどを活用し、デマンド（予
約）型乗合タクシーや路線バス、鉄道といっ
た公共交通や普通タクシーなどの様々な交
通手段を使った個々人の移動が最適化され、
移動の利便性が大幅に高まっています。 

・県立丹波医療センターや商業施設などの都
市機能が集積されたエリアには、デマンド
（予約）型乗合タクシーや路線バス、鉄道を
乗り継いで出掛けています。 

・高齢者や障がいのある人達も様々な移動手
段を利用して、通院や買物に出掛けていま
す。 

・運転免許を持たない市民が安心して外出し、
社会参加をする機会が増えています。また、
市外から丹波市の魅力を求めて公共交通を
利用して、訪れる人が増えています。 

・地域内外への移動手段として、公共交通と
自家用車の利用が使い分けされ、交通渋滞の
解消や高齢者の交通事故の減少、環境負荷の
軽減などにつながっています。 

・身近な道路は、市民みんなで維持管理をし
ていこうという取組が進んでいます。 

・県立丹波医療センターと丹波市健康センタ
ーミルネは、地域包括ケアの拠点施設として
機能しています。 

・県立丹波医療センターと丹波市健康センタ
ーミルネ周辺一帯を医療福祉ゾーンとして、
関連する産業・商業の集積が見られ、地域経
済の活性化と雇用の創出の場となっていま
す。 

・丹波市医療介護情報連携システムで構築さ
れた予防・医療・介護・福祉サービスを利用
し、かかりつけ医の一次医療を受け、県立丹
波医療センターでは、高度な二次医療が受け
られる体制が整っています。 

・訪問診療に力を入れる診療所の増加により、
診療所と連携して訪問看護サービスを行う
事業所が増えています。  

・住まい・医療・介護・予防・生活支援が一
体的に提供される丹波市版地域包括ケアシ
ステムの構築により、住み慣れた地域で安心
して自分らしい暮らしを生涯続けられるよ
うになっています。 

・高齢者は、地域で根付いた住民主体の「い
きいき百歳体操」、「口腔体操」などの活動に
参加し健康な生活を送っています。また、公
共交通の利用により歩く機会が増え、健康寿
命が年々伸びています。 

・健康に不安を抱える高齢者は、訪問看護や
訪問診療、遠隔診療等によって健康管理を行
っています。サービス付高齢者住宅で暮らす
高齢者も増えています。 

・社会福祉法人や自治協議会の活動拠点に設置さ
れている「よろずおせっかい相談所」が、地域
住民の困りごとの相談窓口として活用され、地
域と福祉行政が一体となって、生活課題に対応
する仕組みが構築されています。  

・将来のまちづくりと併せて庁舎のあり方が
検討され、中心部（最適ゾーン）内に統合庁
舎が整備されています。 

・各区域の生活関連サービス集積ゾーン内に
は、商店などの生活利便機能とともに、市民
生活に必要不可欠な行政窓口機能を含む複
合施設が整備されています。 

・公共施設の統合・廃止・複合化等が計画的
に進められ、財政状況も健全な状態で推移し
ています。 

・行財政の効率化が進み、限られた経営資源
を有効に活用し、社会情勢の変化や市民ニー
ズに柔軟に対応できる組織体制が構築され
ています。 

・行政機能の集約によって生じた空き施設や
空きスペースは、NPO団体・民間事業者や
市民団体などにより、新しい役割をもった施
設・機能として有効活用されています。  

・中心部と各区域の行政機能を使い分け、市
民生活に必要な手続きを済ませる（課題を解
決する）ことができ、市民の暮らしが向上し
ています。 

・統合庁舎では、総合窓口により関連する手
続きを一度に済ませています。また、生活・
健康・福祉・教育・商工観光・農林・環境な
ど専門的な相談も行っています。 

・各種証明書の交付サービスは、居住地近く
のコンビニエンスストアなどで、簡易な行政
手続きは各区域に配置された複合施設で済
ませています。さらに、行政のデジタル化と
手続きの簡素化が進み、自宅にいながらスマ
ートフォンなどでも各種手続きを済ませる
ことができます。 

・公共施設の多機能化（集約化・複合化）に
より利便性が向上し、一箇所で様々なサービ
スの提供を受けることができます。 

・消防団の団員数は減少傾向にあるものの、消
防本部との連携強化により、これまでと同等以
上の消防力の維持・向上が図られています。 

・市民の防火・防災に対する意識の向上と自
主防災組織の成熟により、市民による迅速で
的確な対応と消防団・消防本部等との連携が
図られ、市民の安全が守られています。 

・大雨による浸水対策として、河川改修や一
時貯留施設の整備、流域対策の計画的な推
進などの総合的な取組により、治水安全度
が向上し、床上浸水被害の発生が抑えられ
ています。 

・消防本部では庁舎の更新を機会に署所の再
配置を行い、現場到着時間の短縮が図られて
います。 

・上下水道事業では、処理施設の統合など経
営の合理化により、安定したサービスが維持
されています。 

・都市計画に基づき、適正な開発指導・建築
物の規制と誘導を図ることで、効率的・機能
的な市街地の形成、農地や山林の無秩序な開
発の抑制につながり、自然環境の保全、市域
の均衡ある発展が図られています。 

・自主防災組織と福祉関係者など様々な関係
機関との連携強化により、福祉避難所の設置
や避難支援体制の充実が進み、災害時に援助
が必要な市民も日々の暮らしを安心して送
ることができます。 

・有事の際に自主防災組織が有効に機能する
ことにより、応急的な救助活動や要援護者の
避難誘導等がスムーズに行なえるよう、定期
的に体制の確認や訓練が行われています。 

・自然災害に対する備えが充実し、市民の生活
環境の安全性と利便性が守られています。 

・火災や傷病発生時の迅速な対応により、市
民の生命と財産が守られています。 

・安全な水の提供と安定した生活排水処理に
より、市民は快適な生活を送ることができて
います。 

・新しい都市構造の考え方が示され、市民や
事業者はそれぞれの目的に応じて、暮らし方
や立地を選択することで、効率的で快適な市
民生活につながっています。 



 

                                    
（５）学校適正規模・適正配置のあり方 

 

（６）地域自治の進展のあり方 

 

（７）観光による地域振興のあり方 

 

（８）地域に根ざした生業のあり方 

 

●まちの姿 

 

●暮らしの姿 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

●まちの姿 

 

●暮らしの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

●まちの姿 

 

●暮らしの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

●まちの姿 
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※観光ＤＭＯ：Destination Management Organization：「観光地経営」の視点から観光地域づくりの戦略の立案・実施・調整等を実

施する法人。 

 

・学校は、地域の中で望ましい適正な配置が
進んでいます。 

・統合された学校に通学する子どもたちの通
学の安全性や快適性を確保するために、スク
ールバスや公共交通が充実しています。 

・全ての小中学校に設置された学校運営協議
会を中心に、家庭、地域、学校それぞれの役
割に応じた活動が活発に展開されています。 

・認定こども園やアフタースクールなどの体
制がさらに充実し、保育・幼児教育も充実し
ています。 

・廃校施設の利活用方策についての議論が進
められ、地域の理解が得られる中で、生涯学
習施設や民間活用施設として、廃校後、速や
かに利活用が図られています。 

・住み慣れた地域の中で、生き生きと活動す
る子どもたちの姿が見られます。 

・充実した教育環境の中で、子どもたちは、
知力、実践力に加えて、同級生や上下級生の
交流を通じて、コミュニケーション力を育ん
でいます。 

・学校区では、それぞれの学校が地域活動の
拠点となって、様々な交流やコミュニティ活
動が行われています。 

・保育・幼児教育環境の充実により、質の高
い教育・保育を受けることができています。
また、子育て環境の充実により、女性の活躍
が進んでいます。 

・地域住民自らが、廃校に新たな付加価値を
見出し、地域コミュニティの核として利活用
を図っています。 

・廃校活用により地域における雇用の場が創
出されるとともに、廃校活用事業者と地域住
民の想いがリンクして、地域の人々が集える
場所として新たに活用されています。  

・市の中心部に観光拠点施設として総合案内
所が整備されています。 

・地域資源を活かした観光関連施設が地域の
都市機能の一つとなっています。観光産業が
地域経済の発展と雇用の創出につながり、基
幹産業の一つとして成長しています。 

・新たに整備された観光施設と既存の観光施
設のネットワーク化により、日帰りや滞在型
の周遊モデルが整い、多くの観光客の訪問が
地域経済の活性化につながっています。 

・観光 DMO※との連携により、各地域でもエ
リアマネジメントが展開され、地域の特色あ
る魅力を求めて、観光客が増加しています。 

・丹波市が「行ってみたい」、「買ってみたい」、
「交流したい」、「住んでみたい」、「活躍した
い」まちとして全国から注目されています。 

・公園施設など子どもたちが遊べる場所や週
末や休日を楽しめる施設や機能が充実して
います。 

・恐竜化石、かたくりやもみじの名所、本州一
低い中央分水界「水分れ」や黒井城跡、スカイ
スポーツ、丹波栗、丹波黒大豆、丹波大納言小
豆など、元々ある貴重で豊富な地域資源にさら
に磨きをかけることで観光客を魅了していま
す。 

・観光を生業とするＮＰＯ団体や民間事業者が
増え、6次産業とも連携した観光関連産業で働
く人が増えています。 

・観光に携わる人々の笑顔とおもてなしの心が
市内に溢れています。 

・空き家や古民家を活用して、宿泊施設やレス
トラン、カフェ、シェアオフィスやコワーキン
グスペースなどを起業する市民やU・Iターン
者が増えています。 

・誇るべき地域資源が明確になり、地域住民あげ
てその存続と継承に取り組み、それを土台に地
域活性化に真剣に携わる市民が増えています。 

・週末には、鉄道やバスなど便利になった公共
交通を利用して帰省する人が増えています。中
心部に出向きレジャーや買物を楽しむ人々の
姿が見られます。 

・「丹波市自治協議会のあり方懇話会」におけ
る議論の結果、より良い自治組織の運営や活
動に向けて、市民と行政が共通認識を持ち、
進むべき方向性が明確になっています。 

・自治協議会や多様な団体が協働し、行政か
らの必要な支援を受けながら、地域の様々な
課題の解決が図られています。 

・市民活動支援センターの充実により、自治
協議会やボランティア団体、NPO団体など
の活動が活発になり、組織の強化や連携が進
んでいます。 

・市民活動支援センターや男女共同参画セン
ターの機能や取組の充実とともに、丹波市市
民プラザには新しい機能が順次集約され、機
能強化により多様な活躍市民の増加につな
がり、個人や各種団体の地域づくり活動や市
民活動が活発化しています。  

・自治協議会や自治会においては、見守り活
動や買物代行、配食サービスなど、地域課題
に応じた様々な活動が展開され、市民は、住
み慣れた地域で安心して快適に暮らすこと
ができています。 

・市民と市民活動団体等が協働し、多様な地
域づくり活動や様々なテーマでの市民活動
が展開され、暮らしやすさの向上とともに、
活躍市民が増えています。 

・自治会などの担い手不足が進んでいますが、
自治協議会が活動を補完し、地域の特性を活
かした取組が進み、それぞれの立場で地域活
動に参加しています。 

・市民活動の浸透は、市民一人ひとりの郷土
への愛着と誇りを醸成し、積極的かつ主体的
に活躍する市民が増えることによる好循環
が生まれています。 

・農業及び関連産業に従事する経営体や後継
者の確保により、基幹産業として農業が活性
化し、耕作放棄地の減少、遊休農地の利活用
など豊かな農村環境が維持されています。 

・地域産品を活用し、付加価値を生み出す新
たな産業や農産品の生産・加工・販売を行う
6次産業化などの多様な産業が創出されてい
ます。 

・事業継承を支援する仕組みの構築により、
後継者不足が解消されています。 

・地域の小規模商店も中心部の大規模商業施
設も元気に事業を展開しており、市民の暮ら
しを豊かなものにする多様な商品やサービ
スが提供されています。 

・市内各地で、地域の資源や特性を活かした
就労の場が豊富にあり、まちににぎわいをも
たらせています。 

・農業においては若い世代の後継者ができ、法
人化等による経営規模の拡大や 6次産業化が
図られ、就農者が増加するなど農業や関連産
業に従事する市民が増えています。 

・起業や新規企業立地が進むとともに、既存企
業も活発に事業活動を展開し、地域において
もコミュニティビジネスが発達するなど、多
様な仕事の機会が創られています。 

・日用品や食料品などの日常の生活用品の購入
は、住み慣れた地域の商店を利用しています。 

・地域特性を活かした生業（仕事）が地域に根
付き、地域で就業を目指す人が増えています。 

・丹波市の日常の暮らしを都会の人に提供する
ことを生業とする市民が増えています。そこ
から多くの交流が生まれ、丹波市の暮らしの
良さが伝わり、移住・定住につながっていま
す。 

・農村活性化に向けた体験農業や農家レストラ
ンなどの丹波ファンの増加を目指す取組な
ど、食や農に親しむ「楽農生活」が広がり、
農村での活躍人口が増えています。 


